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通信総合研究所は国際 VLBI 事業（IVS）の技術開発センター（TDC）として日

本のVLBI技術開発だけではなく、世界のVLBI技術開発にも大きく貢献している。

こうした TDC 活動の最近の様子を紹介する。 

 

１．はじめに 

 通信総合研究所（CRL）は、国際 VLBI

事業（International VLBI Service for 

Geodesy and Astrometry : IVS）評議

会の評議員や技術開発センター

(Technology Development Center : 

TDC)として活発に活動を行っており、

年１回のシンポジウムを開催すると共

に年２回 CRL-TDC ニュース（英文）を

発行している。ニュースはホームペー

ジ（http://www.crl.go.jp/ka/ 

radioastro/tdc/index.html）でも公開

している。本報告では最近の CRL-TDC

活動を紹介する。 

 

２．Ｋ５システム初の測地実験成功 

 K5/VSSP(IP-VLBI)システムを使用し

ての初の２４時間測地観測を２００３

年１月３１日に鹿島－小金井基線で実

施した。相互比較によるシステム検証

のため、Ｋ５観測と平行してＫ４シス

テムおよびギガビットシステムでも観

測を行った。図１に観測された遅延時

間の比較結果を示す。Ｋ４とＫ５の比

較結果に見られるオフセットはシステ

ムの違いから来る機器遅延の差である。

またデータのばらつきは信号対雑音比

から予測される程度であり、今までの

実績の豊富なＫ４と比較したＫ５の結

果から、Ｋ５には致命的欠陥はないと

言える。ギガビットシステムとの比較

には数時間以上のスケールの長周期変

動が見られる。これは単一チャネル受

信であるギガビットシステムの温度変

動特性が現れたものと考えている。Ｋ

４やＫ５システムのような多チャンネ
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図１ K4，K5，ギガビットシステムで
観測された遅延の相互比較 
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ル受信方式では、バンド幅合成を行うためにチャンネル毎に注入された位相校正信号を用

いるが、この処理でチャンネル毎の位相変動が相殺されるが、ギガビットシステムではバ

ンド幅合成の必要がないためＫ４やＫ５システムとの違いを相殺することができず、長周

期の変動として見えている。こうした長周期変動は基線解析時にクロック変動として吸収

されるために測位精度には影響を与えない。 

 

３．日米 e-VLBI 実験で UT1 推定までの最短記録を達成 

 ２００３年６月２５日に実施した鹿島－ウェストフォード基線での e-VLBI で、観測開始

から２４時間以内（２３時間）での UT1 推定に成功した。所用時間の内訳は、観測時間が

２時間、ファイル転送に４時間、データフォーマット変換（Mark-5 からＫ５への変換）に

４時間、ソフト相関処理に１２時間、バンド幅合成処理および基線解析に１時間であった。 

 

４．飛翔体位置決定のための相対 VLBI 観測 

 K5/VSSP(IP-VLBI)システムを使用しての火星探査体「のぞみ」の VLBI 観測を日本の VLBI

コミュニティーの協力の下実施した。群遅延計測を行い、レンジ・トーン信号を使ってナ

ノ秒オーダの遅延計測に成功した。低強度、かつ狭帯域の信号という悪条件にもかかわら

ず、国内基線により 300 ミリ秒角の位置決定精度を達成したが、今後、精度向上に向けた

開発継続が必要であり、測角精度向上のため、位相遅延を使った解析手法の確立を急いで

いる。 

 ２００３年５月に打ち上げられ小惑星サンプルリターンを目指した探査体「はやぶさ」

の VLBI 観測も実施した。 

 

５．K5/PC-VSI（ギガビットシステム）の開

発状況 

 昨年度開発を行った汎用科学インターフ

ェース（VSI）仕様準拠のインターフェース

ボード(PC-VSI 2000DIM)により、Linux ファ

イルシステムで１Gbps データの直接取得に

成功した。このインターフェースボードでは、

最大２Gbps レートのデータ取り込みが可能

である。汎用のＰＣを使用することにより、

Mark-V よりネットワークとの親和性の高い

システムとなっている。 

フィンランドのヘルシン

キ工科大学メッツァホビ観

測所との e-VLBI 実験（観測

終了後の ftp データ伝送方

式）を昨年度に引き続き実施

したが、２００３年６月の観

測では２Gbps での観測およ

びフリンジ検出に成功した

（図２）。 

DFC2000 を代替するギガビ

ット１６ ch サンプラー

（ADS2000）（図３）の開発は

順調で、完成後は K5/VSSP シ

ステムとの統合を進めてい

く。 
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図２ 鹿島－メッツァホビ基線の２

Gbpsフリンジ 
ADS2000　16ch×64Msps
DFC2000代替モード

ADS1000　1ch×1024Msps

PC-VSI（2TBサーバPC）
ソフト相関器・分光器にもなる

ADS2000　16ch×64Msps
DFC2000代替モード

ADS1000　1ch×1024Msps

PC-VSI（2TBサーバPC）
ソフト相関器・分光器にもなる

図３ ADS2000，ADS1000および PC-VSI搭載ＰＣ。 



 

６．ソフトウェア相関器の実用化 

 測地 VLBI 用ソフト相関器は実用化フェーズに移行しつつあり、ＰＣあたり１０Mbps デ

ータの実時間処理が可能であり、すでに「のぞみ」相対 VLBI 観測処理や、２４時間測地実

験処理に使用され実績を重ねている。 

 ギガビット VLBI 用ソフト相関器はＰＣあたり１００Msps の実時間処理が可能なレベル

の速度を有しており、分散処理により１Gsps の実時間処理を目指した開発が続けられてい

る。 

 

７．３４ｍアンテナ 

 

７．１ Ｓ帯混信対策 

 Ｓ帯での第３世代携帯電話基地局からの混信を除去するために、遮断特性にすぐれた高

温超伝導（ＨＴＳ）フィルターを導入した。図４にフィルターの概観と特性を示す。 
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図４ ＨＴＳフィルターの概観と特性 
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図５ ３４ｍアンテナの観測使用頻度統計 

 

７．２ サブレフ再取り付け

時の校正作業の短縮 

 毎年夏季にアンテナ定期

保守をおこなっているが、２

年ごとにサブレフを取り外

しての保守点検を行ってい

る。保守終了後、サブレフを

再取り付けし、軸校正を実施

するが、従来は校正作業に１

ヶ月程度を要していた。この

作業期間の短縮を図るため、

再取り付け時の再現性を高

めるための取り付け位置測

定治具を新たに開発すると

ともに、測定精度を向上させ

るための数学モデルを開発

した。その結果、サブレフ再
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取り付け時の再現性が格段に向上し、校正作業を１週間以内に終えることができるように

なった。 

 

７．３ アンテナ使用頻度統計 

 ２００３年１月から１２月までの使用頻度統計を図５に示す。図は純粋に観測に使用さ

れた回数の統計であり、機器調整や保守期間は含まれていない。アンテナは引き続き各種

プロジェクトに利用され繁忙ではあるが、経年劣化している部分も多く、一層のメンテナ

ンスと、慎重な運用が必要となっている。今年度、大規模改修予算を要求したが残念なが

ら認められなかった。来年度も引き続き予算要求を行うが、事態は厳しい。 

 

８．２６ｍアンテナ解体撤去 

 鹿島２６ｍアンテナ（国土地理院所管）がその役目を終え解体された。撤去工事は２０

０３年１月から３月にかけて実施され、跡地は一部構内道路となっている。 
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 解体途中（左：２００３年１月１３日）と解体後（右：２００３年４月１１

右の写真手前に写っている杭がアンテナのＡＺ回転軸だった場所。 

L から NICT へ 

０４年４月１日、通信総合研究所（CRL）

・放送機構（TAO）は統合され、独立行政

報通信研究機構：National Institute of 

ation and Communications Technology 

：NICT）」として生まれ変わる。ますます

信研究色の強い研究所となるが、その中

VLBIグループの存在意義をどう位置づけ

ができるかが、今後の活動にとっての鍵とな

おわりに 

CRL技術開発センターは２００４年４月から

VLBI を中心とした技術開発を継続しつつ、実

いくとともに、鹿島３４ｍアンテナが日本の

び天文の分野において科学成果を出していく

4 
図７ NICTのロゴマーク 
る。 

はIVS-NICT技術開発センターとなるが、

観測への適用および技術の普及努力を

ネットワークアンテナの一つとして測

ことを願っている。 


